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INTERVIEW

新
倉 

瞳

PROFILE

桐朋学園大学音楽学部を首席で卒業、皇居桃華楽堂新人演奏会に出演し御前
演奏を行う。その後スイスへ渡り、バーゼル音楽院ソリストコース・教職課程の
両修士課程を最高点で修了。近年では第18回ホテルオークラ音楽賞、第19回
（2020年度）齋藤秀雄メモリアル基金賞 チェロ部門受賞。現在はCamerata 
Zürich のソロ首席チェリストとしてスイスを拠点に活躍する中、ソリスト、室内
楽奏者として全国各地でリサイタル、オーケストラとの共演を重ね、司会、番組
ナレーション、音楽劇、演奏家のためのドレスM Maglie le cassettoのプロ
デュース等、活動の幅を広げ音楽の素晴らしさを広く深く伝えようとする姿勢
は多くの共感を集めている。2021年に最新ＣＤ『11月の夜想曲』～新倉瞳委嘱
作品集 (世界初演初録音) をアールアンフィニ・レーベルよりリリース。
使用楽器は、宗次コレクションより貸与されたMatteo Goffriller (1710年製)
https://www.hitominiikura.com　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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提供：フランドル

ロゼシアター
on demand

ロゼシアターのさまざまな記録や作品を
色々な角度からご覧いただけるコンテンツ
またその最新情報をご紹介！

～YouTube vol.2～
２020年にスタートしたYouTube公式「ロゼシアターチャンネル」では、
現在５０本を超える動画を公開しています。ロゼシアターを代表する市
民ミュージカルのほか、市民演奏家によるコンサートやアウトリーチ事業
と呼ばれる育成事業の様子などをお届けしています。
その中でも今回ご紹介するのは、職員が１から手作りしたホール紹介動
画です。普段は見ることのできないホールの裏側、準備の様子などぜひ
ご家族みんなでご覧ください！

２０２１年
５月投稿

チャンネル登録お願いします！！YouTube公式「ロゼシアター チャンネル」

「ロゼシアターの大ホール反響板！！」
クラシックコンサートには必須！
大ホール＜反響板＞の設営風景です。
情報誌ロゼ１１５号に掲載の「舞台モノ事典～クラシック編」と
あわせてご覧いただくとより一層お楽しみいただけます。

「ホール探検隊　YouTube編」
～ロゼシアターの大ホールに行ってみた！～
夏の人気イベント「ホール探検隊」の動画版です。
スタッフしか入れない舞台の裏側をご紹介！
情報誌ロゼ１１８号「舞台モノ事典～動画配信編」にて、
その撮影風景をレポートしています。

２０２２年
１月投稿
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新
倉
瞳
さ
ん
は
八
歳
か
ら
チ
ェ
ロ
を
始

め
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、そ
の
き
っ
か
け

と
チ
ェ
ロ
の
魅
力
は
？

　
元
々
、ピ
ア
ニ
ス
ト
の
母
の
影
響
で
ピ

ア
ノ
を
三
歳
か
ら
始
め
て
お
り
ま
し
た

が
、当
時
住
ん
で
い
た
ド
イ
ツ
の
デュッ
セ

ル
ド
ル
フ
に
て
毎
週
末
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や

室
内
楽
を
聴
き
に
出
掛
け
る
中
、縁
の

下
の
力
持
ち
で
音
色
も
美
し
い
チェ
ロ
に

惹
か
れ
、弾
き
た
い
と
自
ら
志
願
致
し
ま

し
た
。

現
在
、ス
イ
ス
と
日
本
を
往
復
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、近
況
や
最
近

の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
イ
ス
へ
渡
っ
て
十
一
年
が
経
ち
、両

方
の
土
地
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ま
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、最

近
は
行
っ
た
り
来
た
り
が
難
し
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。し
か
し
、二
つ
の
土
地
に
身

を
置
く
こ
と
で
こ
こ
数
年
は
確
実
に
視

野
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
と
と

も
に
、ど
ん
な
場
所
、環
境
に
居
て
も
自

分
の
軸
は
ブ
レ
な
い
な
ぁ
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
最
近
は
演
奏
家
の
た
め
の
ド
レ
ス
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
や
、他
ジ
ャン
ル
の
皆
さ
ま
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
か
ら
様
々
な
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョン
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

演
奏
家
の
ド
レ
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
な

さ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、『
ド
レ

ス
』に
つ
い
て
の
想
い
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
普
段
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
だ
い
ぶ
無
頓

着
な
私
な
の
で
す
が
、ス
テ
ー
ジ
上
で
は

芸
術
的
で
有
り
た
い
と
常
に
思
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　
本
当
は
一
曲
ご
と
に
ア
イ
ド
ル
の
ス

テ
ー
ジ
の
よ
う
に
早
着
替
え
を
し
て
い
き

た
い
く
ら
い（
笑
）、曲
の
イ
メ
ー
ジ
と
衣

装
が
合
っ
て
い
な
い
と
聴
い
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ま
が
困
惑
す
る
の
で
は
と
思
い
ま

す
。も
ち
ろ
ん「
音
」が
命
で
す
が
、音
楽

的
で
あ
る
た
め
の
衣
装
選
び
も
含
め
て
、

ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
質
の
良
い
衣
装
は
お
値
段
も

そ
れ
な
り
に
し
ま
す
し
、我
々
ク
ラ
シ
ッ

ク
演
奏
家
全
員
が
ス
タ
イ
リ
ス
ト
さ
ん
と

お
仕
事
を
ご
一
緒
出
来
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、皆
様
が
セ
ル
フ・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を

す
る
上
で
、な
る
べ
く
幅
広
く
選
べ
る
衣

装
が
増
え
た
ら
良
い
な
と
い
う
想
い
で

日
々
考
え
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

バ
ー
ゼ
ル
音
楽
院
で
学
ば
れ
て
い
た
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
あ
り
ま
し
た
ら
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
バ
ー
ゼ
ル
音
楽
院
で
は
ソ
リ
ス
ト
コ
ー

ス
に
入
学
し
、そ
の
後
、教
職
課
程
で
も

学
び
ま
し
た
。

　
テ
ク
ニ
ッ
ク
か
ら
教
え
る
の
で
は
な

く
、「
ど
の
よ
う
な
音
を
出
し
た
い
の
か
、

そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
テ
ク
ニッ
ク
が

必
要
と
な
る
の
か
」と
い
う
順
序
で
子
供

た
ち
と
音
楽
作
り
を
す
る
こ
と
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
演
奏
活
動
等
で
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
出
来
事・思
い
出
が
あ
り

ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
日
が
目
か
ら
鱗
の
連
続
で
挙
げ
き

れ
な
い
の
で
す
が（
笑
）ス
イ
ス
で
の
出

来
事
に
限
定
し
て
み
ま
す
と
、ク
レ
ズ

マ
ー
音
楽
、バ
ロ
ッ
ク
音
楽
を
肌
で
感
じ

「
特
別
す
ぎ
る
も
の
」で
は
な
く「
自
然

と
」自
身
が
好
き
だ
な
ぁ
と
い
う
気
持
ち

か
ら
弾
く
よ
う
に
な
れ
た
こ
と
が
印
象

的
で
す
。

　
ク
レ
ズ
マ
ー
音
楽
は
、ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

程
遠
い
バ
ン
ド
編
成
の
も
の（
後
に
メ
ン

バ
ー
と
な
り
現
在
も
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
と

し
て
活
動
中
）を
聴
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
が「
好
き
！
弾
き
た
い
！
」と

魂
が
震
え
ま
し
た
。そ
の
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、優
等
生
を
目
指
し
が
ち
だ
っ
た
自

分
と
さ
よ
う
な
ら
が
出
来
ま
し
た
。　

　
バロッ
ク
音
楽
は
、バ
ー
ゼ
ル
室
内
管
弦

楽
団
へエ
キ
ス
ト
ラ
に
伺
っ
た
際
に
、ガ
ッ

ト
弦
使
用
に
し
て
バ
ロッ
ク
弓
で
演
奏
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、今
ま
で
苦
手
意
識
が
あ
っ

た
古
典
派
と
呼
ば
れ
る
時
代
の
音
楽
が

「
う
わ
ぁ
好
き
！
楽
し
い
！
」と
思
う
よ

う
に
な
り
、苦
手
意
識
に
苛
ま
れ
る
自

分
と
さ
よ
う
な
ら
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
共
演
な
さ
る
大
萩
康
司
さ
ん
と
の

共
演
の
き
っ
か
け
や
、コ
ン
サ
ー
ト
の
見

ど
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
大
萩
さ
ん
は
学
生
時
代
か
ら
C
D
を

拝
聴
し
て
い
た
憧
れ
の
ア
ー
ティ
ス
ト
さ

ん
で
す
。ご
縁
を
頂
き
一
年
に
一
回
の
頻

度
で
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、大
萩
さ
ん
の
お
人
柄
や
音
色
か
ら

毎
回
学
び
が
多
く
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
意
外
に
思
わ
れ
が
ち
な
ギ
タ
ー
と
チェ

ロ
の
デュ
オ
の
組
み
合
わ
せ
で
す
が
、ど
こ

ま
で
も
優
し
く
慈
悲
深
い
中
の
熱
い
響

き…

青
い
炎
の
よ
う
な
サ
ウ
ン
ド
が
個

人
的
に
は
大
変
心
地
良
い
で
す
。

最
後
に
、富
士
公
演
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
今
回
初
め
て
お
目
に
か
か
る
こ
と
が

出
来
る
方
々
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、客

席
と
舞
台
の
双
方
か
ら
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
が
出
来
る
よ
う
な
公
演
に
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、マ
ス
ク
は
着
用
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
ど
う
か
心
は
裸
に
し

て
ご
来
場
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。私

自
身
も
ド
レ
ス
は
着
ま
す
が
心
は
裸
に

し
て
伺
え
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
／
高
橋
浩
美

現
在
ス
イ
ス
を
拠
点
に
世
界
で
活
躍
す
る
チ
ェ
ロ
奏
者
、新
倉
瞳
さ
ん
。

デ
ビ
ュ
ー
十
五
周
年
を
む
か
え
、音
楽
の
魅
力
や
素
晴
ら
し
さ
を
広
く
伝

え
よ
う
と
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。二
〇
二
二
年
七
月
の「
ロ
ゼ
・
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
フ
ェ・コ
ン
サ
ー
ト
」公
演
を
前
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

©Ariga Terasawa

公演情報

日　時： ２０２２年７月２日（土）　　
開　場： １３:３０　開演：１４:００
会　場： 富士市文化会館 ロゼシアター 中ホール
出　演： 大萩康司（ギター）新倉瞳（チェロ）
 ナビゲーター：浦久俊彦 
入場料： （全席指定・税込）
 均一 ４,０００円
 学生 １，０００円
 ※未就学児入場不可
チケット発売日
ＷＥＢ：４月26日（火）10:00～
窓  口：４月27日（水）10:00～

ロゼ・クラシックカフェ・コンサートvol.7
やさしい風が運ぶもの～ギターとチェロの午後

大萩康司さんとのリハーサル風景 34



　
平
成
十
年
よ
り
始
ま
っ
た
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
の
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
は
、初
回
か
ら
数
え
て
二
十
四
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
参
加
し
た
の
は
、小
学
四
年
生
か
ら
五
十
代
ま
で

の
四
十
六
名
、演
出
・
演
出
助
手
・
振
付
・
歌
唱
指
導
・
衣

裳
・
美
術
・
小
道
具
・メ
イ
ク・
演
出
部
な
ど
の
市
民
ス
タッ

フ
約
二
十
五
名
。令
和
三
年
五
月
の
結
団
式
か
ら
同
年
十

月
の
公
演
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
途
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
よ
り
、稽
古
の
中
断
、令
和

四
年
二
月
への
公
演
日
の
延
期
変
更
、さ
ら
に
、公
演
直
前

に
は
、ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
、無
観
客（
収
録
）で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
演
を
成
功
さ
せ
る
と
い
う
強
い
心
を
持
ち
続
け
、密

に
な
ら
な
い
、大
声
で
の
会
話
は
し
な
い
、マ
ス
ク
の
常
時
着

用
な
ど
多
く
の
制
約
が
あ
る
な
か
で
五
十
八
回
に
も
及

ぶ
稽
古
を
行
い
、団
結
力
を
高
め
ま
し
た
。

　
公
演
の
二
週
間
前
か
ら
は
日
々
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
用
い
て
確
認
、公
演
中
も
常
に
マ
ス
ク
を
着
用
、

大
人
数
で
の
歌
唱
は
事
前
に
録
音
し
た
も
の
を
使
用
し

て
大
声
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、感
染
対
策
を
十

分
に
行
い
実
施
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ス
ト
・ス
タ
ッ
フ
の
気
持
ち
が
つ
ま
っ
た
、ロ
ゼ
シ
ア

タ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
H
e
a
r
t
〜
優
し
さ
の
中
に
あ
る

勇
気
〜
は
、動
画
配
信
サ
イ
ト（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ・ロ
ゼ
シ
ア

タ
ー
チ
ャン
ネ
ル
）で
皆
様
に
お
届
け
し
ま
す
。

時は現代、ある日のこと。
おばあさんは、絵本が大好きな孫のミーナのために「Heart～優しさの中にある勇
気」という絵本を読んであげることにしました。

―――物語の主人公マリアは、両親と車で買い物に出かけた帰り道、飛び出してきた
猫を避けようとして、交通事故にあってしまいます。目を覚ましたマリアと猫のフェア
リーがいるのは、生死の狭間にある薄暗く何もない世界。マリアとフェアリーは、両親
を探すため歩き始めます。

その道すがら、人間に恨みを持つ、つくも神にあとをつけられながらも、人間や動物
の子どもが楽しそうに遊んでいる「柱の王国」に辿り着きます。そこで、出会ったド
リームたちと共に、生まれ変わるために西の果てにいる女神に会いに行くことに決
めます。

歩みを進めると、欲望とギャンブルの街「リトルバレイ」で、薄汚れたコートを着込ん
だ人だかりを見つけます。人々は、願い事を叶えることが出来るという女神からの招
待状を、一心不乱に必死に探しているのです。偶然に招待状を手に入れたドリーム。
人々は招待状を奪うため、マリアたちに襲いかかります。そこにつくも神が現れ、
人々は逃げまどい、マリアたちは捕らえられてしまいます。

つくも神とは何者なのか！？マリアは、女神に出会い、生まれ変わることが出来るの
か！？ そして、絵本に込められた思いとは！？―――

優しさの中にある勇気、強さの中にある思いやり。
優しい心と強い心、それは明日へと続く、愛する心・・・。

S T O R Y

C A S T

ROSÉ  THEATRE  MUSICAL

～ 優しさの中にある勇気～
P i c t u r e - s t o r y  E d i t i o n

おばあさん
ミーナ
マリア
フェアリー
ドリーム
クール殿下
スライ
エイト
つくも神・マリアの母

配役
浅井　麻李
長谷川　ゆな
青木　美空
勝又　小乃葉
望月　肇
石塚　歩
齋下　日和
田﨑　想志
小野　美紀

【Ａキャスト】
望月　千江
門西　涼花
森脇　帆南
諫山　由芽
吉田　準次朗
岡田　恵美子
大畑　和奏
栗田　舞瑠
鍋田　美江

【Ｂキャスト】

渡辺　能仁
深澤　美貴

マリアの父・黒兜　ほか
西の果ての女神　ほか

お出迎え ダンサー
つくも神 ダンサー
リトルバレイの人々　ほか

浅井　梨緒
小野寺　梨乃
玉川　美遥

永山　美博
森田　優
太田　小春

石田　心
中野　心蒼
深澤　ここみ

お出迎えダンサー
柱の王国の子どもたち

深澤　美風
深澤　夢愛
山内　瞳子

【共通キャスト】

お出迎え ダンサー
つくも神 ダンサー
黒兜隊

山﨑　玲美
青木　愛
井上　美佳
秋山　彩瑛

宮川　愛海
深沢　すずか
小島　怜奈
米山　翔

太田　青葉
下村　圭乃
築地　悠

石川　陽麗
深澤　昊太朗
石塚　健斗

スタッフ

脚本・演出・振付

舞台監督
照明
音響

演出部

照明オペレーター

音響オペレーター

川口　美帆

望月　直洋
岩﨑　美香
川畑　卓也

前田　敏宏
前林　愛生
山梨　貢希
小林　茅世

大塚　光
原田　彩衣
清水　梨奈

増井　寿人
遠藤　花奈
北原　麻衣

華城　季帆
安藤　絢子
望月　彩乃　  小林　宏江

J☆UNKO
神尾　みや子
吉田　みゆき
望月　幸子

演出助手・振付
歌唱指導
振付

美術
小道具
衣裳
メイク

衣裳製作 石田　朋子
大畑　香与
甲斐　えみ
栗田　桃子
齋下　幸子
築地　亜紀子
永山　春美
西川　文代

長谷川　えみ
長谷川　和代
森田　恵梨子
門西　理惠

２０２２年２月６日(日)
富士市文化会館ロゼシアター　中ホール

主催：公益財団法人富士市文化振興財団

助成：芸術文化振興基金助成事業

後援：富士市・富士市教育委員会
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EVENT SCHEDULE 2022
4  6

ＷＥＢ購入手順

クレジットカード決済 ▶ 会館窓口またはセブンイレブン店頭引取が選択可
セブンイレブン支払  ▶ セブンイレブン店頭でチケット引取

1ロゼシアターホームページ http://rose-theatre.jp （24時間対応）
2「ロゼフレンドシップ」へログイン　※チケット購入には「ロゼフレンドシップ」の登録が必要です
3公演・座席選択　「座席指定して予約」より座席を選択可能
4支払方法・チケット引取方法  選択

※車いす席はロゼシアターへお問合せください　※発売初日は10：00からの販売となります　※「学生券」は25歳以下の学生が対象です　※購入後の変更・キャンセルはできません 春風亭昇々

前回の様子

桂宮治

講師／葛西聖司

作・演出・出演／串田和美

ギター／大萩康司 チェロ／新倉瞳 ナビゲーター／浦久俊彦

発売日　WEB・窓口同時：3月24日（木）

発売日　WEB・窓口同時：４月７日（木）

発売日　ＷＥＢ・窓口同時：5月18日（水）

発売日　WEB：４月21日（木）　窓口：４月22日（金）

イベントスケジュール　2022年4月～6月
ロゼシアター主催事業のご案内

4
月

4
月

5
月

7
月

7
月

7
月

8
月

9
月

6
月

ロゼこどもスプリングコンサートロゼこどもスプリングコンサート
日   時： ４月９日（土）
 1回目／開場10:00　開演10:30
 2回目／開場12：30　開演13：00　
会   場： 中ホール
入場料：（全席指定・税込）　均一 ５００円
 ※0歳から入場可
 ※3歳以上有料、2歳以下は保護者1名につき1名までひざ上鑑賞可

葛西聖司の入門講座 「歌舞伎・三大名作」葛西聖司の入門講座 「歌舞伎・三大名作」

日   時： 5月24日（火）　開場18：30　19：00開演
会   場： 小ホール

入場料： 一般 3,500円　学生 1,000円　※未就学児入場不可

ふじ寄席
「春風亭昇々・桂宮治　二人会」
ふじ寄席
「春風亭昇々・桂宮治　二人会」
日   時： ６月25日（土）　開場13：30　開演14：00
会   場： 中ホール
入場料：（全席指定・税込）
 一般 3,000円　 学生 1,000円　※未就学児入場不可

※最新情報は、ロゼシアターホームページをご覧いただくか、直接お電話にてお問い合せください。

串田和美 solo act 「月夜のファウスト」串田和美 solo act 「月夜のファウスト」

日   時： ４月28日（木） 第一夜「仮名手本忠臣蔵」
 ５月27日（金） 第二夜「菅原伝授手習鑑」
 ６月10日（金） 第三夜「義経千本桜」
　 開場18：00　開演18：30

会   場： 小ホール
入場料： （全席自由・税込）
 一般通し券 2,400円
 一般各回 1,000円
 学生各回 500円
 ※未就学児入場不可

ロゼシアター映画上映会「シネマ歌舞伎」ロゼシアター映画上映会「シネマ歌舞伎」
日   時： ７月９日（土）　各1回上映
 昼の部　13：00上映　「野田版 桜の森の満開の下」
 夜の部　17：30上映　「歌舞伎NEXT 阿弖流為〈アテルイ〉」
会   場： 中ホール
入場料：（全席指定・税込）　一般 2,200円　学生 1,500円
 ※未就学児入場不可

ディズニー・ワールド・ビート
JAZZ ANIMALS ～夢を奏でる動物たち
ディズニー・ワールド・ビート
JAZZ ANIMALS ～夢を奏でる動物たち
日   時： ８月21日（日）　開場16：00　開演17：00　
会   場： 大ホール
入場料：（全席指定・税込）
 S席 8,700円　A席 7,600円　※未就学児入場不可

©Sakiko Nomura©松竹株式会社©松竹株式会社

©Yoshinobu Fukaya©Yoshinobu Fukaya ©新津保建秀©新津保建秀

発売日　ＷＥＢ：４月26日（火）　窓口：４月27日（水）

ロゼ・クラシックカフェ・コンサート vol.7　ロゼ・クラシックカフェ・コンサート vol.7　
やさしい風が運ぶもの ～ギターとチェロの午後
大萩康司（ギター）　新倉瞳（チェロ） 　
やさしい風が運ぶもの ～ギターとチェロの午後
大萩康司（ギター）　新倉瞳（チェロ） 　
日   時： ７月２日（土）　開場1３:３0　開演１４:０0
会   場： 中ホール
入場料：（全席指定・税込）
 一般 4,000円　学生 1,000円　※未就学児入場不可

発売日　ＷＥＢ：5月12日（木）　窓口：5月13日（金）

発売日　ＷＥＢ：6月23日（木）　窓口：6月24日（金）

Kitri　～キトリコンサート２０２２～Kitri　～キトリコンサート２０２２～
日   時： ９月４日（日）　開場17：30　開演18：00
会   場： 中ホール
入場料：（全席指定・税込）
 均一 4，800円　※未就学児入場不可

発売日　ＷＥＢ：6月29日（水）　窓口：6月30日（木）

嘉門タツオ　テツandトモ　AMEMIYA　どぶろっく嘉門タツオ　テツandトモ　AMEMIYA　どぶろっく

嘉門タツオ嘉門タツオ テツandトモテツandトモ AMEMIYAAMEMIYA どぶろっくどぶろっく

歌ネタ四銃士 爆笑浪漫飛行～歌ネタライブ～歌ネタ四銃士 爆笑浪漫飛行～歌ネタライブ～

日   時： ７月10日（日）　開場14：15　　開演15：00
会   場： 大ホール
入場料：（全席指定・税込）
 均一 4,000円　※未就学児入場不可

野田版 桜の森の満開の下 阿弖流為

チケット発売　2022年4月～6月

Presentation licensed by Disney Concerts. ©Disney

© SHIMON SEKIYA© SHIMON SEKIYA
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vol.40

聖
歌
の
聴
こ
え
な
い
教
会

　
荘
厳
な
オ
ル
ガ
ン
の
響
き
。魂
が
洗
わ
れ
る

よ
う
な
清
々
し
い
賛
美
歌
の
調
べ
を
聴
く
と
き
、

キ
リ
ス
ト
教
国
で
は
な
い
日
本
と
い
う
国
に
生

き
る
わ
た
し
た
ち
で
さ
え
、聖
な
る
何
か
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。キ
リ
ス
ト
教
と
音
楽

は
、深
く
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る
と
思
わ
れ

て
い
ま
す
。西
洋
音
楽
史
の
本
の
ペー
ジ
を
め
く

る
と
、ほ
ぼ
例
外
な
く「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
」が

最
初
に
登
場
し
て
く
る
か
ら
で
す
。と
こ
ろ
が
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
多
く
は
、じ
つ
は
近
世
に
確
立

さ
れ
た
も
の
で
す
。少
な
く
と
も
原
始
キ
リ
ス

ト
教
会
で
音
楽
が
鳴
り
響
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
指
導
者
だ
っ
た
教

父
た
ち
は
、ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
伝
わ
る
聖
歌
は
認

め
た
も
の
の
、音
楽
に
感
動
や
歓
び
を
感
じ
る

こ
と
よ
り
も
、む
し
ろ
快
楽
と
結
び
付
け
ら
れ

た
音
楽
を
汚
れ
た
も
の
と
し
て
教
会
か
ら
排
除

し
よ
う
と
さ
え
し
て
い
た
の
で
す
。

悪
魔
の
華
と

原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教

　「
悪
魔
の
華（
ポ
ン
パ・
ディ
ア
ボ
リ
）」と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、ロ
ー
マ
帝
国
で
布

教
活
動
を
し
て
い
た
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
新
教

徒
た
ち
が
斥
け
る
べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
た
め

に
、教
会
が
用
い
た
表
現
で
す
。こ
こ
に
は
、古

代
ロ
ー
マ
人
た
ち
が
熱
狂
し
た
、劇
場
や
闘
技

場
な
ど
の
見
世
物
を
軽
蔑
す
る
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。二
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
父
テ
ル

ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
は「
競
技
場
の
狂
気
、劇
場
の
不

道
徳
、闘
技
場
の
残
忍
さ
、屋
内
競
技
場
の
軽

薄
さ
」と
表
現
し
て
、ロ
ー
マ
の
見
世
物
を
嫌
悪

し
ま
し
た
。音
楽
が
人
々
に
訴
え
る
心
理
的
な

効
果
を
理
解
し
つ
つ
も
、初
期
キ
リ
ス
ト
教
の

教
父
た
ち
が
警
戒
し
た
の
は
、音
楽
が
持
つ

人
々
を
酔
わ
せ
る
魔
性
的
な
部
分
で
し
た
。こ

れ
は
、キ
リ
ス
ト
教
徒
が
忌
み
嫌
う
異
教
徒
の

信
仰
や
、快
楽
に
溺
れ
る
こ
と
に
結
び
つ
い
た
か

ら
で
す
。原
始
キ
リ
ス
ト
教
会
で
音
楽
が
汚
れ

た
も
の
と
し
て
排
除
さ
れ
た
の
は
、こ
の
よ
う

な
理
由
か
ら
で
し
た
。

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
の
精
神
と
は
？

　　
で
は
、音
楽
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
キ
リ
ス

ト
教
会
で
、な
ぜ
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
が
誕
生
し

た
の
で
し
ょ
う
か
？
本
来
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
の

精
神
は
、音
楽
と
い
う
よ
り
も「
音
楽
的
に
展

開
さ
れ
た
祈
り（m

usica oram
us

）」と
い
う

べ
き
で
す
。初
期
の
教
会
で
は
、聖
歌
は
詞
を
朗

詠
す
る
よ
う
に
歌
わ
れ
ま
し
た
。む
し
ろ
、仏
教

の
声
明
に
近
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。初

期
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
は
、人
間
の
声
だ
け
が

「
神
の
こ
と
ば
」を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一

の
楽
器
で
あ
り
、神
に
向
かっ
て
大
き
な
声
で
節

を
付
け
て
呼
び
か
け
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ら

れ
た
の
で
す
。

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
誕
生
の
内
幕

　
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
と
い
う
の
は
、い
わ
ゆ
る

ニッ
ク
ネ
ー
ム
で
、正
式
名
称
は
、カ
ン
ト
ゥ
ス・

ロ
マ
ヌ
ス（
ロ
ー
マ
聖
歌
）。少
し
詳
し
く
定
義
す

る
と
、カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ロ
ー
マ
教
皇
が
正
式

に
認
め
た
、単
旋
律
の
聖
歌
の
こ
と
で
す
。と
こ

ろ
で
、グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
と
、そ
の
名
が
冠
さ
れ

た
ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス一
世
の
あ
い
だ
に

は
、じ
つ
は
直
接
的
な
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ

の
名
称
が
登
場
す
る
の
は
、教
皇
が
亡
く
な
っ

て
二
世
紀
以
上
も
経
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、最
初

に「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
」と
い
う
名
称
が
登
場
す

る
の
は
、九
世
紀
中
期
の
こ
と
。当
時
の
教
皇
レ

オ
四
世
が
、修
道
院
長
オ
ノ
ラ
ト
ゥ
ス
に
宛
て
た

書
簡
の
な
か
と
さ
れ
て
い
ま
す
。当
時
は
ま
だ

各
教
会
で
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
礼
拝
の
式
文
を
統

一し
、歌
い
、唱
え
る
た
め
に
、彼
は
、グ
レ
ゴ
リ
ウ

ス一
世
の
威
光
を
背
に
、こ
の
命
に
従
わ
ね
ば
破

門
す
る
と
ま
で
書
い
て
い
ま
す
。グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス一

世
は
、そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
偉
大
な
教
皇
だ
っ
た

の
で
す
。な
に
し
ろ
、教
皇
の
前
に｢

大｣

を
付
け

て「
大
教
皇
」と
呼
ば
れ
る
の
は
、数
多
い
ロ
ー
マ

教
皇
の
な
か
で
も
、グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス一
世
と
レ
オ

一
世
の
た
っ
た
ふ
た
り
だ
け
で
す
か
ら
。

20
世
紀
に
起
こ
っ
た

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
ブ
ー
ム

　
い
ま
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
い
う
だ
け
で
な

く
、ヒ
ー
リ
ン
グ
音
楽
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い

る
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
で
す
が
、そ
の
独
特
の
抑
揚

を
持
っ
た
歌
唱
法
は
、じ
つ
は
十
九
世
紀
末
、フ

ラ
ン
ス
の
ベ
ネ
ディ
ク
ト
派
に
よ
る
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン

復
興
運
動
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
、あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、西
洋
音
楽
の
源
流

で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
は
、

近
代
音
楽
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
音
楽
と
も

い
え
る
の
で
す
。キ
リ
ス
ト
教
会
と
音
楽
の
長
い

歴
史
の
な
か
で
、聖
歌
と
し
て
昇
華
し
た
神
に

捧
げ
る
愛
と
そ
の
精
神
は
、信
仰
の
危
機
と
叫

ば
れ
る
現
代
に
い
た
る
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　
浦
久
俊
彦

グレゴリオ聖歌の楽譜 グレゴリウス一世

聖歌を歌う修道女たち（１５世紀　作者不詳）

ロ
ゼ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
フェ

西
洋
音
楽
史
の
扉

 
第
四
話
　
グ
レゴ
リ
オ
聖
歌
誕
生
秘
話
〜
神
に
捧
げ
た
祈
り
と
歌

「
西
洋
音
楽
＝
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
」。何
と
な
く
、こ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
、膨
大
な
西
洋
音
楽
史
の
ほ
ん
の一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。人
類
史
を
ひ

も
と
く
と
、つ
ね
に
音
楽
は
人
類
と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
。今
回
は
、グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
の

誕
生
秘
話
。西
洋
音
楽
の
源
流
と
さ
れ
る
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
で
す
が
、キ
リ
ス
ト
教
と
音

楽
の
長
い
歴
史
を
遡
る
と
、音
楽
は
原
始
キ
リ
ス
ト
教
会
に
と
っ
て
忌
み
嫌
わ
れ
た
存
在

で
も
あ
っ
た
の
で
す
。そ
の
意
外
な
秘
話
か
ら
聖
歌
の
誕
生
ま
で
を
お
届
け
し
ま
す
。

浦久俊彦 （うらひさ としひこ）
文筆家、文化芸術プロデューサー。一般財団法人欧州日本藝術財団代表理事、代官山未来音
楽塾塾頭、サラマンカホール音楽監督。主な著書に『１３８億年の音楽史』（講談社）、『フラン
ツ・リストはなぜ女たちを失神させたのか』、『ベートーヴェンと日本人』（新潮社）など。最新刊
は、指揮者・山田和樹との共著『オーケストラに未来はあるか？』　（アルテスパブリッシング）。
２０２１年、サラマンカホール音楽監督として企画した『ぎふ未来音楽展２０２０』が、サントリー
芸術財団第２０回佐治敬三賞を受賞した。

参考文献
●『キリスト教思想』　エルヴェ・ルソー著、中島公子訳、白水社　1975
●『キリスト教の歴史２０００年（上・下）』　ポール・ジョンソン著、別宮貞徳訳、共同通信社　1999
●『キリスト教教父著作集１４　テルトゥリアヌス２　護教論』　テルトゥリアヌス著、鈴木一郎訳、教文館　1987
●『キリスト教音楽の歴史　初代教会からＪ．Ｓ．バッハまで』　金澤正剛著　日本キリスト教団出版社　2005
●『グレゴリオ聖歌の世界』　リチャード・Ｌ．クロッカー著、吉川文訳、音楽之友社　2006
　La Musique au Moyen Age, Sous la direction de Vera Minazzi, CNRS Editions
　Dictionnaire Encyclopédique de la Musique, Univercité d’Oxford/Robert Laffont

次
回
は
、第
五
話「
中
世
ゴ
シ
ッ
ク
音
楽
物
語

吟
遊
詩
人
た
ち
の
イ
ケ
メ
ン
な
放
浪
旅
」で
す
。

お
楽
し
み
に
！
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公演
情報

中
学
生
の
頃
か
ら
歌
舞
伎
を
楽
し
ま
れ

て
い
た
と
伺
い
ま
し
た
。歌
舞
伎
と
の

出
会
い
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
国
語
の
教
師
が
歌
舞
伎
座
の
招
待
券

を
持
っ
て
い
て
、行
き
た
い
人
！
で
挙

手
。同
級
生
数
人
と
歌
舞
伎
座
の
客
席

に
座
っ
た
の
が
出
会
い
で
す
。な
ん
だ
二

階
席
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
ら
、そ
こ
は

一
等
席
と
後
で
知
る
こ
と
に
。歌
舞
伎
は

尾
上
梅
幸
さ
ん
や
中
村
雀
右
衛
門
さ
ん

が
出
て
い
た
の
で
す
が
、役
者
で
知
っ
て
い

た
名
前
は
中
村
扇
雀
さ
ん
だ
け
の
中
学

生
。新
作
だ
っ
た
か
ら
か
、芝
居
も
格
別

い
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
三

階
席
は
七
〇
〇
円
く
ら
い
。映
画
と
変
わ

ら
な
い
な
、次
は
一
人
で
こ
よ
う
と
考
え

ま
し
た
。そ
れ
ま
で
に
も
芸
術
座
や
新
宿

コ
マ
劇
場
な
ど
観
劇
経
験
は
あ
っ
た
の

で
、学
校
帰
り
に
、ひ
と
り
で
立
ち
寄
る

劇
場
の一つ
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
葛
西
さ
ん
が「
歌
舞
伎
」が
面
白

い
と
感
じ
た
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
感
動
し
た
は
じ
め
は
、父
子
の
別
れ
の

場
面
で
涙
が
止
ま
ら
ず
恥
ず
か
し
か
っ

た
の
で
す
が
、ま
わ
り
の
大
人
が
み
ん
な

泣
い
て
い
る
の
で
、古
典
の
良
さ
を
知
り

ま
し
た
。ま
た
授
業
で
古
文
を
学
ん
で
い

た
の
で
、江
戸
時
代
の
セ
リ
フ
の
や
り
と

り
が
わ
か
り
面
白
か
っ
た
の
と
、聞
い
た

こ
と
も
な
い
三
味
線
の
音
が
新
鮮
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
ね
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
経
て「
古
典
芸
能
解
説

者
」と
し
て
活
躍
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
宙
乗
り
や
早
変
わ
り
、女
方
な
ど
、ほ

か
の
演
劇
に
は
な
い
歌
舞
伎
の
面
白
さ

を
知
っ
て
、友
達
を
誘
う
よ
う
に
な
り
、

大
学
は
歌
舞
伎
サ
ー
ク
ル
へ
。さ
ら
に
多

く
の
芝
居
仲
間
を
作
り
た
い・・
そ
の
延

長
で「
舞
台
中
継
が
し
た
い
、役
者
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
い
」と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
を
目
指
し
、実
現
で
き
て
四
十

年
。知
れ
ば
知
る
ほ
ど
楽
し
く
な
っ

て・・・わ
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
？

今
の
若
い
方
に「
こ
ん
な
か
た
ち
で
古

典
芸
能
に
出
会
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
よ

う
な
理
想
は
あ
り
ま
す
か
。

　
物
語
、演
出
、衣
装
、色
彩
、音
楽
、照

明
、美
術
・・・
関
心
を
持
て
る
入
り
口
は

伝
統
芸
能
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。ど

れ
に
フィ
ッ
ト
す
る
か
、自
分
の
物
差
し

を
利
用
し
て
下
さ
い
。歌
舞
伎
や
能
楽
は

や
は
り
好
き
な
役
者
を
見
つ
け
る
こ
と
、

邦
楽
は
い
い
音
だ
な
あ
と
い
う
演
奏
者

を
、文
楽
は
人
形
、太
夫
、三
味
線
お
好

み
様
々
。つ
ま
り「
御
贔
屓
」を
作
る
こ
と

が
近
道
で
す
。

大
人
に
な
っ
て
か
ら
歌
舞
伎
や
古
典
芸

能
に
触
れ
る
方
に
お
ス
ス
メ
の
楽
し
み

方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
弁
天
小
僧
」「
勧
進
帳
」「
道
成
寺
」

な
ど
見
た
い
名
作
を
決
め
る
。好
き
な

役
者
優
先
で
作
品
を
選
ぶ
。一
度
は
座
っ

て
み
た
い
憧
れ
の
劇
場
を
決
め
る
な
ど
、

あ
な
た
な
ら
で
は
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

持
つ
こ
と
。そ
し
て
事
前
に「
本
」を
読

み
、「
解
説
」を
聞
く
、も
ち
ろ
ん「
私

の
！
」す
る
と
百
倍
楽
し
く
な
り
ま
す
よ

（
笑
）

現
代
は
情
報
の
ス
ピ
ー
ド
と
質
量
の
多

い
な
か
で
、古
典
芸
能
は
時
間
の
流
れ
、

概
念
が
異
な
る
よ
う
に
感
じ
ま
す

が・・・。

　
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
に
身
を
ゆ
だ
ね

る
・・・
サ
イ
コ
ー
の
贅
沢
で
す
。生
演
奏
、

生
の
セ
リ
フ
の
や
り
と
り
、見
逃
せ
な
い

瞬
時
の
技
、異
空
間
に
過
ご
す
喜
び
。い

や
な
世
相
や
、大
変
な
日
常
を
忘
れ
て
、

ラ
イ
ブ
感
を
観
客
と
共
有
す
る
喜
び
。ウ

ト
ウ
ト
す
る
の
も「
夢
の
ひ
と
と
き
！
」

（
笑
）

た
く
さ
ん
の
娯
楽
に
あ
ふ
れ
た
現
代

で
、古
典
芸
能
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

　
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
や
創
作
、新
作
に
流

行
の
原
作
を
取
り
入
れ
話
題
性
を
持
た

せ
る
。親
子
、家
族
全
員
で
楽
し
め
る
作

品
で
入
門
し
て
も
ら
い
、次
第
に
古
典
の

深
さ
に
耽
溺
さ
せ
る
。と
い
う
興
行
す
る

側
の
作
戦
も
必
要
で
す
が
、見
る
側
、つ

ま
り
み
な
さ
ん
の
意
識
改
革
も
必
要
で

す
。た
と
え
ば
耳
に
残
る
祖
父
母
の
こ
と

ば
、中
学
、高
校
で
学
ん
で
少
し
も
面
白

く
な
か
っ
た
古
文
や
歴
史
が
急
に
輝
き

役
に
立
つ
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。そ
の
と

き
こ
そ
故
郷
に
暮
ら
し
て
い
た
良
さ
や
、

日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
を
感
じ
た

ら
、あ
な
た
は
も
う
古
典
通
‼

今
回
は
入
門
講
座
の
第
二
弾
と
し
て

「
歌
舞
伎
・
三
大
名
作
」を
テ
ー
マ
に
お

話
い
た
だ
き
ま
す
。見
ど
こ
ろ
、聞
き
所

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
先
ほ
ど
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
と
い
い
ま
し

た
が
、五
十
代
以
上
の
方
な
ら
、誰
も
が

知
っ
て
い
た
、あ
れ
や
こ
れ
。見
た
こ
と
が

な
く
て
も
ぼ
ん
や
り
知
っ
て
い
た
そ
れ
が

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」「
義
経
千
本
桜
」に

「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」な
の
で
す
。な
ぜ
、

こ
の
三
大
名
作
が
三
〇
〇
年
の
命
を
保

ち
続
け
、い
ま
な
お
愛
さ
れ
て
い
る
か
を
、

こ
っ
そ
り
お
教
え
し
ま
し
ょ
う
。そ
れ
を

聞
い
て「
う
ー
ん
ナ
ッ
ト
ク
」「
合
点
ガ
ッ

テ
ン
」と
な
れ
ば
、チ
コ
チ
ャン
が
ほ
ほ
笑

ん
で
く
れ
ま
す
。

最
後
に
富
士
の
お
客
様
に
む
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
何
度
も
通
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ロ

ゼ
シ
ア
タ
ー
に
ま
た
お
邪
魔
し
ま
す
。何

よ
り
富
士
山
に
向
か
っ
て
進
む
道
が
興

奮
し
ま
す
ね
。嬉
し
い
こ
と
に
昨
年
か
ら

連
続
講
座
を
企
画
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

東
京
へ
も
御
園
座
や
関
西
へ
も
出
や
す
い

土
地
で
す
が
、い
ま
は
観
劇
、コ
ン
サ
ー

ト
、イ
ベン
ト
か
ら
足
が
遠
の
い
て
し
ま
い

そ
う
な
中
、お
出
ま
し
い
た
だ
く
あ
り
が

た
さ
を
胸
に
、わ
た
し
の
熱
い
古
典
芸
能

愛
を
語
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
／
渡
井
理
惠

四
月
か
ら
三
回
に
渡
り
お
届
け
す
る
企
画
公
演

「
葛
西
聖
司
の
入
門
講
座
〜
歌
舞
伎
・
三
大
名
作
」に
て

講
師
を
務
め
て
い
た
だ
く
葛
西
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

古典芸能解説者
東京都生まれ、NHKアナウンサーとして
テレビ、ラジオのさまざまな番組を担当し
てきた。現在はその経験を生かし、歌舞
伎、文楽、能狂言、邦楽など古典芸能の解
説や講演、セミナーなどを全国で展開。著
書も数多い。
日本演劇協会会員（評論）早稲田大学公
開講座、ＮＨＫ文化センター、朝日カル
チャーセンター、山梨文化学園講師　

特集

【著書】
「僕らの歌舞伎」（淡交社）
「文楽のツボ」（ＮＨＫ出版）
「教養として学んでおきたい歌舞伎」(マイナビ新書)
「教養として学んでおきたい能・狂言」（マイナビ新書）
「名セリフの力」（展望社）
「ことばの切っ先」（展望社）
「稚翠小松賑―歌舞伎のまち・こどもの力―」（小松市）
【共著】
「能の匠たち」（小学館）
「能・狂言なんでも質問箱」（檜書店）
「歌謡曲の力」（展望社）

〈プロフィール〉

～葛西聖司の入門講座～　歌舞伎 三大名作（全3回）

会　場：富士市文化会館ロゼシアター　小ホール
入場料：（全席自由・税込）
 一般（通し券） 2,400円
 一般（各回） 1,000円
 学生（各回） 500円

各回共通／開場１８：００　開演１８：３０
４月28日（木） 第一夜「仮名手本忠臣蔵」　タイトルに込められた謎
５月27日（金） 第二夜「菅原伝授手習鑑」　梅・松・桜　三つ子の運命
６月10日（金） 第三夜「義経千本桜」　実は生きていた安徳帝と平知盛

葛 西 聖 司
イ ン タ ビ ュ ー

かさい せいじ

発売日：
３月２４日（木）１０：00～
（ＷＥＢ・窓口同時）

お
の
え
ば
い
こ
う

じ
ゃ
く
え
も
ん

ご
ひ
い
き

べ
ん
て
ん
こ
ぞ
う

か
ん
じ
ん
ち
ょ
う

ど
う
じ
ょ
う
じ

ち
ゅ
う
の

お
ん
な
が
た

せ
ん
じ
ゃ
く

か
な
で
ほ
ん
ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

す
が
わ
ら
で
ん
じ
ゅ
て
な
ら
い
か
が
み

よ
し
つ
ね
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら
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終了したロゼシアター主催事業の様子をお届けします！ 2021年11月～2022年1月をフラッシュバック！！

ロゼシアターからのお知らせ
INFORMATION from ROSÉ THEATRE
窓口でのクレジットカード決済
導入のお知らせ

ふじ・紙のアートミュージアム

プレゼントのご案内

「紙の美」
2022年 4月3日（日）～6月19日（日）
10:00～18:00
ロゼシアター休館日

観覧無料

■応募方法：はがきに住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記し、
　下記アンケートにご回答のうえご応募ください。
　① 情報誌を入手した方法または場所
　② 情報誌で面白かった内容、ページ
　③ 情報誌またはロゼシアターへのご意見・ご感想
■宛先：〒416-0953　富士市蓼原町１７５０番地
　　  　ロゼシアター「情報誌ロゼ１１9号」プレゼント係
■締切：6月10日（金）必着

■対象：ロゼシアターチケット購入システム「ロゼ・フレンドシップ」に
　インターネットからご自身で新規登録をされた方、
　または＜会員マイページ＞から登録更新手続きをされた方。
■応募方法：登録または更新時に
　＜郵便送付／郵便・宅配便等でのご案内＞項目の「可」をご選択ください。
■対象期間：毎月１日～月末／月１回抽選

公演チケット２組４名様Ａコース タリーズ利用券Bコース

『歌ネタ四銃士 爆笑浪漫飛行～歌ネタライブ～』
７月１０日(日)　１５：００開演

タリーズコーヒー富士市中央公園店
ドリンク券（2枚組1,000円相当）　2名様

休館日のお知らせ
４月18日月
５月16日月
６月13日月

2022年 　春は英語表記では、Spring（スプリング）になりますが、スプリングという言葉を
聞くと、まずバネのことが思いつきます。Springには、他にも飛び跳ねる、芽が生え
るという意味もあり、まさに春の新年度のはじまりにぴったりな言葉ですよね。ロゼ
シアターも新年度から様々な公演を予定しています。ロゼシアターは、令和４年度も
春から大きく飛び跳ねていきます。（ひと）

編集後記

本誌は2月22日現在の情報です。 最新情報はロゼシアターホームページ等でご確認ください。
■ホームページ　http://rose-theatre.jp　■Twitter　「ロゼシアター公式アカウント」@rose_staff_fuji　■YouTube　「ロゼシアターチャンネル」

劇団四季ファミリーミュージカル
「はじまりの樹の神話－こそあどの森の物語－」

11月12日（金）　18：30開演

1月21日（金）　19：00開演

Ａコース、Ｂコース、応募方法が
異なります。

開催期間
開館時間
休 館 日

フ ラ ッ シ ュ  バ ッ ク

FLASH BACKFLASH BACK 2021.11-2022.12021.11-2022.1

●外出していなかったので、久々に楽しい思いをしました。（70代女性）
●花好きな私にとって、花の力を教えられました。（70代女性）
●映画館がないのでこういう企画はうれしいです。これからも上映期待
しています。（60代女性）

ロゼシアター映画上映会
「花戦さ」

11月29日（月）　1回目10：30／2回目14：15

二兎社「鷗外の怪談」
1月13日（木）　18：30開演

●浦久さんの解説と仲道さんの素晴らし
い演奏、どうもありがとうございました。
この閉塞感の中で、生きる希望をいただ
きました。（70代女性）

●ベートーヴェンと曲についての説明が
あってわかりやすかったです。ベートー
ヴェンの曲に親しみがもてました。
　（60代女性）
●アンコール曲の「悲愴（第2楽章）」は今
の世相にぴったりで素晴らしかった。
（70代女性）

ロゼ・クラシックカフェ・コンサートvol.6
仲道郁代　ベートーヴェンへの扉

●鷗外の抱える苦悩、家族それぞれの立
場や時代背景等が理解しやすく、興味
深く拝見しました。時間を忘れて見入っ
てしまった感じです。（60代女性）

●すばらしい。難しい話の中に笑いあり
楽しく観劇できました。また再来してく
ださい。（90代男性）

●深い内容をシンプルに明瞭に表現して
くれており、大変素晴らしい。音響も劇
的でインパクトがある！（40代男性）

●とても素敵でおもわず泣いてしまいました。思いのこもった舞台をありがとう
ございました。（20代女性）

●幼児が最後まで楽しめる内容でした。今
後もこのように親子向けのミュージカル
をやってほしいです。（30代女性）

●原作を先に読みましたがイメージが崩れ
ず、歌とダンスも素晴らしかったです。
（40代女性）
●今回初めて四季のミュージカルを見せて
いただきました。最高の一言です。

　今まで見たステージの中で一番です！
（40代男性）

シエナPOPS＠ロゼシアター
～時代を彩った名曲と吹奏楽の祭典～

12月4日（土）　15：00開演

826aska
11月6日（土）　15：00開演

●初めて生ライブを見ました。YouTubeと
違って会場の一体感が最高でした。

　（30代男性）
●大満足です、感動しました。ますますファ
ンになりました。（50代男性）
●娘がaskaさんのエレクトーン演奏に夢中
で、来ることができてよかったです。

　（30代女性）

●昭和の名曲、次々と知っている曲が演
奏され感動です。オープニングの行進
曲、涙が出ました。（70代女性）

●各パートの音の響き、振動が曲となっ
て体を包み、楽しさ美しさに涙が出ま
した。合奏っていいですね。各ソロパー
トは歌のようでした。（50代女性）
●宝島、アフリカンシンフォニー、素晴ら
しい演奏でした！さすがシエナです。
（50代女性）

2022年４月より、会館窓口でロゼシアター自主事
業のチケットをお求めの際にクレジットカード決済
でのお支払いが可能となります。
※施設貸出利用料のお支払いではご利用できません。

窓口でご利用いただける
クレジットカード

◎「楡木令子展」
　3月21日（月祝）まで
◎最新情報は、当ウェブサイト・
　facebookをご参照ください。
主催／富士市
主管／一般社団法人富士芸術村

ふじ・紙のアートミュージアム
富士市文化会館ロゼシアター内（1階東側奥）
TEL 0545-32-6581　FAX 0545-32-6582
http://www.fuji-paperart.jp

※当選発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。
※応募はお一人様１件まで。重複がある場合はすべて無効となります。
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